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雑誌の管理を行うのが雑誌担当の仕事です。 

雑誌は発売日に書店や出版社から納品されます。 

納品された雑誌にバーコードを付け、テープ等で補強してから

書架に出します。 

雑誌の最新号は、貸出はできませんが予約は可能です。閲覧し

てじっくり読みたい記事を見つけたら、ぜひ予約をしてみてくだ

さい。最新号は次号が受け入れられた時に入れ替えます。 

高崎市立中央図書館   

のお知らせ 

 

 

入れ替え後は、バックナンバーとして一定期間（半年～二年）

保存され、保存期限が過ぎたものは除籍されます。 

（除籍せずに書庫で保存されるものもあります。） 

除籍された雑誌はリサイクル本として、他のリサイクル本と 

ともに利用者の皆さんに提供しています。 

中央図書館では、ファッション誌やスポーツ誌など 200 種類以上の雑誌を取り扱っており、毎日多くの

方が利用しています。 

そのため、一部の雑誌はページが取れたり破れたりしてしまうことがあります。 

破損した雑誌の修理も雑誌担当の仕事です。修理は、専用の糊やテープを使っておこないます。 

もしも利用中にページが外れたりした場合には、セロハンテープなどで修理せず、そのままの状態で図

書館の窓口までお持ちください。 

ブックコートをかけるもの(写真上)

と背表紙や内側部分の補強をおこな

うもの(写真下)があります。 

 

タイトルの横についているのが保存 

年限です。 

「永年」と書かれているものは除籍 

せずに書庫で保存されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

第５回 観音山は昔の子供たちのディズニーランド 後編 

【    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎今昔 
写真でみる 

著・高崎市立中央図書館長 

ケルナー広場 （中央図書館長撮影） 

観音山の遊園地『フェアリーランド』は1969(昭和44)
年、愛称公募で『カッパピア』となり、流れるプールや
ザブンコライダーが設けられました。テレビでは「待っ
た、待ってた夏休み、カッパピアは水の国」という CM
が流れ、多くの人が来園しました。 

1980(昭和55)年に宙返りコースター、1989(平成元)
年には波のプールとウォータースライダーが増設され
ました。 

1983(昭和58)年の夏からバーベキューやビアガーデ
ンの営業も開始され、親子連れだけでなく、職場の暑気
払いなどでも利用されました。宙返りコースターに乗
ってからビールを飲んだら、酔いの回りが早かったの
を覚えています。 

冬はプールがスケート場になりました。 
宙返りコースターは、その弧の中に観音様が入る構

図でポスターにもなっていました。その構図の写真を
見つけることが出来ず、皆さんにお見せ出来ないのが
残念です。 

最盛期の1969(昭和44)年には年間62万人の来園者が
いましたが、1998(平成10)年には９万人まで落ち込み、 
レジャーの多様化やディズニーランド、ユニバーサル
スタジオジャパンなど、全国的な集客力を持つ施設の
台頭で徐々に客足が遠のき、2003(平成15)年に惜しま
れつつ閉園となりました。 

白衣観音とジェットコースター （中央図書館所蔵） 

その後、市が土地や建物などの所有権を取得し、
施設の撤去工事を実施しました。2010(平成22)年
から再整備に着手し、2016(平成28)年3月に子供た
ちの想像を育むような遊具が置かれたケルナー広
場が先行して開園しました。翌年には芝生広場やプ
ールエリア等が完成して現在の形になり、週末にな
ると家族連れで賑わっています。 

昭和30年代から60年代に幼年期を過ごした人に
とって、観音山はまぎれもなくディズニーランドの
ような夢のある娯楽の場であったと思います。 

【カッパピアからケルナー広場】 


